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（２）市 議 会 だ よ り

◆
意
見
書
（
次
の
意
見
書
を
関
係
省
庁
等
に
提
出
し
ま
し
た
。）

6
月
定
例
会
の
概
要

　
６
月
定
例
会
は
６
月

１４
日
か

ら
６
月

３０
日
ま
で
の

１７
日
間
の

会
期
で
開
会
し
、
市
長
か
ら
報
告

案
件
８
件
、
議
案
３
件
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、
議
会
基
本
条
例
制

定
特
別
委
員
会
委
員
長
か
ら
「
土

佐
清
水
市
議
会
基
本
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
」
の
市
議
会
議
案
が
提

出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
原
案
ど
お

り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
６
月

２０
日
か

ら
２２
日
の
日
程
で
行
わ
れ
、

１１

人
の
議
員
が
南
海
大
地
震
対
策
・

あ
し
ず
り
テ
ル
メ
問
題
等
に
つ
い

て
の
質
問
戦
を
展
開
い
た
し
ま
し

た
。

　
最
終
日
に
は
、
今
定
例
会
で
付

託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
各
常

任
委
員
会
の
審
査
結
果
報
告
を
行

い
、
市
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
議

案
に
つ
い
て
採
決
の
結
果
、
す
べ

て
承
認
・
原
案
の
と
お
り
可
決
い

た
し
ま
し
た
。

　
議
員
か
ら
は
「
安
全
性
の
未
確

立
な
原
発
依
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
抜
本
的
見
直
し
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
の
市
議

会
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

◆
陳
情
の
審
査
結
果

 
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ

た
陳
情
は
、
所
管
の
委
員

会
に
付
託
さ
れ
、
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。

○
危
険
家
屋
（
廃
屋
）
へ

　
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

趣
旨
採
択

○
加
久
見
川
潮
江
橋
耐
震

　
検
査
及
び
耐
震
補
強
工

　
事
等
に
関
す
る
陳
情
書

採
　
　
択

○
安
全
性
の
未
確
立
な
原
発
依
存
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
抜
本
的
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
（
要
旨
）

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
、
高
速
増
殖
炉
計
画
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
計
画
な
ど
、
危
険
度
の
高
い
計
画
は
直
ち

に
中
止
し
、
運
転
中
の
原
発
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
の
総
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
計
画
的
に
縮
小
・
撤

退
す
る
こ
と
や
省
エ
ネ
の
徹
底
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
引
き
上
げ
、
自
然
・
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
た
発
電
設
備
設
置
と
利
用
拡
大
へ
取
り
組
む
こ
と
を
国
に
対
し
、
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

◆議案の議決結果

議会 番　号 議決結果件　　　　　　　　　　　　　名

報告第２号

報告第３号

報告第４号

報告第５号

報告第６号

報告第７号

報告第８号

報告第９号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

専決処分した事件の承認について（平成22年度土佐清
水市一般会計補正予算（第11号））

専決処分した事件の承認について（平成22年度土佐清
水市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号））

専決処分した事件の承認について（平成22年度土佐清
水市介護保険特別会計補正予算（第３号））

専決処分した事件の承認について（平成22年度土佐清水
市指定介護老人福祉施設事業特別会計補正予算（第４号））

専決処分した事件の承認について（固定資産税の課税免
除に関する条例の一部を改正する条例の制定について）

専決処分した事件の承認について（半島振興対策実施地域における固定
資産税の不均一課税に関する条例の一部を改正する条例の制定について）

専決処分した事件の承認について（土佐清水市国民健
康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）

専決処分した事件の承認について（土佐清水市国民健
康保険条例の一部を改正する条例の制定について

平成23年度土佐清水市一般会計補正予算（第１号）につ
いて

平成23年度土佐清水市水道事業会計補正予算（第１号）
について

土佐清水市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制
定について

土佐清水市議会基本条例の制定について

安全性の未確立な原発依存からエネルギー政策の抜本
的見直しを求める意見書の提出について

承認

承認

承認

承認

承認

承認

承認

承認

可決

可決

可決

可決

可決

６
月
定
例
会

市議会議案
第　２　号

市議会議案
第　３　号



（３） 市 議 会 だ よ り

（
質
問
）

　
本
市
は
、
県
内
唯
一
の
国
立
公

園
と
日
本
で
最
初
に
指
定
さ
れ
た

竜
串
海
中
公
園
を
有
し
て
い
る
。

　
国
道
３
２
１
号
、
通
称
サ
ニ
ー

ロ
ー
ド
を
快
適
で
き
れ
い
な
道
路

に
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
方

は
多
い
。

　
国
道
整
備
は
、
観
光
産
業
の
ほ

か
本
市
の
経
済
活
動
の
根
幹
で
あ

り
ま
す
。

　
県
当
局
に
そ
の
整
備
に
つ
い
て

要
望
し
て
ほ
し
い

（
答
弁
）

　
現
在
、
旭
町
工
区
と
久
百
々
工

区
を
整
備
し
て
い
る
。

　
旭
町
工
区
は
平
成

２４
年
度
完

成
予
定
で
歩
道
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
久
百
々
工
区
は
平
成

２７
年
度

完
成
予
定
で
、
本
年
度
は
１
，
３

６
０ｍ
間
の
用
地
買
収
を
行
う
計

画
で
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
県
に

対
し
、
そ
の
整
備
に
つ
い
て
陳
情
・

交
渉
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

（
質
問
）

　
国
は
、
こ
れ
ま
で
原
子
力
の
研

究
開
発
に
多
額
の
資
金
を
投
資
し

て
い
ま
す
が
、
地
熱
発
電
へ
の
投

資
は
き
わ
め
て
少
な
い
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
、

風
力
や
水
力
、
太
陽
光
等
も
あ
り
、

こ
れ
ら
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
リ
ス
ク
が
あ

る
。

　
そ
れ
に
比
べ
地
熱
発
電
は
、
一

度
設
置
す
る
と
燃
料
は
必
要
な
く
、

リ
ス
ク
も
小
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
は
地
熱
発
電
の
普
及

が
日
本
を
救
う
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か

（
答
弁
）

　
市
長
会
等
で
、
議
題
を
整
理
す

る
と
き
に
地
熱
発
電
に
つ
い
て
も

話
し
て
み
た
い
。

（
質
問
）

　
全
国
の
小
学
校
の
約
９
割
で
朝

読
書
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
読
書
の

盛
ん
な
取
り
組
み
に
よ
り
読
解
力

が
向
上
し
て
い
る
。
国
際
的
な
学

力
評
価
と
し
て
、
日
本
の
子
ど
も

の
読
解
力
は
世
界
の
中
で
回
復
傾

向
に
あ
る
と
分
析
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
科
学
的
に
読
書
が
子

ど
も
の
成
長
に
役
立
つ
と
証
明
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
読
書
に
つ
い
て
の
意
義
や
役
割
、

あ
る
い
は
効
果
を
問
う

（
答
弁
）

　
読
書
に
よ
っ
て
、
物
事
を
多
面

的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
想
像

力
や
表
現
力
が
鍛
え
ら
れ
る
。
知

識
を
得
ら
れ
る
な
ど
多
く
の
有
効

性
が
あ
る
。

　
ま
た
、
一
冊
の
本
と
の
出
会
い

が
人
生
観
を
変
え
る
こ
と
も
あ
り
、

人
間
形
成
上
の
基
盤
づ
く
り
の
大

き
な
柱
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
人
の
一
生
に
お
け
る

読
書
興
味
は
、「
子
守
話
期
」
か

ら
始
ま
り
「
思
索
期
」
ま
で
の
８

段
階
に
分
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
て

お
り
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
読
書

指
導
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
質
問
）

　
本
市
各
地
区
の
避
難
道
・
避
難

場
所
に
つ
い
て
検
証
は
さ
れ
た
か
、

そ
の
結
果
問
題
点
は
な
い
か

（
答
弁
）

　
市
が
把
握
し
て
い
る
１
２
６
カ

所
の
避
難
場
所
に
つ
い
て
、
再
度

地
盤
高
（
標
高
）
の
再
確
認
を
実

施
し
た
。

　
結
果
、
５
カ
所
で

１０ｍ
以
下
、

そ
れ
以
外
は

１０ｍ
以
上
で
、
な
か

に
は

３０ｍ
・

４０ｍ
以
上
の
避
難
場

所
も
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
後
地
元
の
自
主
防
災

組
織
の
方
と
検
証
し
、
場
合
に
よ

っ
て
は
一
時
避
難
場
所
の
変
更
も

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
質
問
）

　
災
害
対
策
に
つ
い
て
は
東
日
本

大
震
災
・
本
市
の
過
去
の
大
災
害

で
あ
る
宝
永
地
震
を
参
考
に
対
策

を
た
て
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か

（
答
弁
）

　
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
は
、

想
定
を
超
え
る
大
津
波
で
あ
り
多

く
の
方
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
想
定
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
行
動
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
住
民
の
方
に
認
識
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま

す
。

　
過
去
、
本
市
で
は
白
鳳
地
震
・

安
政
・
宝
永
等
多
く
の
地
震
が
発

生
し
て
い
ま
す
が
、
宝
永
地
震
が

最
も
大
き
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
後
こ
れ
ら
の
こ
と
を
参
考
・

教
訓
と
し
て
防
災
対
策
に
生
か
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
質
問
）

　
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
方
等
の

要
援
護
者
対
策
に
つ
い
て
問
う

（
答
弁
）

　
援
護
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
、

県
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、
昨
年
度

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
計
画

を
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員

等
の
協
力
を
得
て
策
定
を
行
い
ま

１
　
国
道
３
２
１
号
を
快
適
に

一
般
質
問

　
６
月

２０
日
・

２１
日
・

２２
の
３
日
間
、

１１
人
の
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　
質
問
・
答
弁
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

矢
野
川
　
周
平
　
議
員

２
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

３
　
読
書
に
つ
い
て

岡
闢
　
宣
男
　
議
員

１
　
東
日
本
大
震
災
発
生
に
伴

い
本
市
の
災
害
諸
対
策
に
つ
い

て
問
う



（４）市 議 会 だ よ り

小
川
　
豊
治
　
議
員

１
　
上
水
道
に
お
け
る
現
状
と

漏
水
に
つ
い
て

２
　
南
海
・
東
南
海
地
震
へ
の

取
り
組
み

森
　
　
一
美
　
議
員

１
　
東
日
本
大
震
災
を
見
て

２
　
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の

支
援
に
つ
い
て



（５） 市 議 会 だ よ り

永
野
　
　
修
　
議
員

３
　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

に
つ
い
て

４
　
地
域
生
産
物
の
販
売
強
化
を

５
　
鮎
の
産
卵
場
所
の
整
備
に

つ
い
て

１
　
観
光
振
興
に
つ
い
て

２
　
地
震
対
策
に
つ
い
て



（６）市 議 会 だ よ り

１
　
新
中
学
校
に
つ
い
て

永
野
　
裕
夫
　
議
員

２
　
清
水
小
学
校
に
つ
い
て

３
　
新
消
防
署
建
設
に
伴
う
防

災
体
制
に
つ
い
て

４
　
足
摺
テ
ル
メ
に
つ
い
て



（７） 市 議 会 だ よ り

西
原
　
強
志
　
議
員

１
　
南
海
・
東
南
海
地
震
、
津

波
対
策
に
つ
い
て

２
　
東
日
本
大
震
災
発
生
後
の

本
市
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

岡
林
　
喜
男
　
議
員

１
　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
と

南
海
地
震
対
策
に
つ
い
て



（８）市 議 会 だ よ り

２
　
足
摺
テ
ル
メ
に
つ
い
て

岡
林
　
守
正
　
議
員

１
　
本
市
の
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス

の
あ
り
方
に
つ
い
て



（９） 市 議 会 だ よ り

橋
本
　
敏
男
　
議
員

１
　
土
佐
清
水
市
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
削
減
実
行
計
画

仲
田
　
　
強
　
議
員

１
　
災
害
時
の
「
被
災
者
支
援

シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
が
必
要
と

思
う
が

２
　
足
摺
テ
ル
メ
指
定
管
理
者

（
㈱
創
裕
）
辞
退
に
つ
い
て

３
　
通
院
弱
者
を
救
え
（
命
の

地
域
公
共
交
通
）



（10）市 議 会 だ よ り

委
員
長
報
告
（
抜
粋
）

１
　
平
成
23
年
度
土
佐
清
水
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

に
つ
い
て



（11） 市 議 会 だ よ り

土佐清水市議会では、議会基本条例の実践により、より

一層の議会の活性化を図るとともに、開かれた議会・自

立した議会・効率的な議会の運営に努めながら、みなさ

んの負託に応え得る議会を目指して、取り組んでまいり

ます。

「
土
佐
清
水
市
議
会
基
本
条
例
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
制
定
し
ま
し
た

「
土
佐
清
水
市
議
会
基
本
条
例
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
制
定
し
ま
し
た

基
本
条
例
の
必
要
性

基
本
条
例
の
主
な
内
容
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4
月

5
月

6
月

　６日�議会基本条例制定特別委員会
　７日�総務文教常任委員会
　８日�全員協議会
１３日�議会運営委員会
１４日�６月定例会開会
１５日�第87回全国市議会議長会定期総会（東京都）
２０日�本会議（質疑・一般質問）
２１日�本会議（一般質問）
２２日�本会議（一般質問）
２３日�予算決算常任委員会
２４日�産業厚生常任委員会
２７日�総務文教常任委員会
３０日�６月定例会閉会

　４日�議会だより編集委員会
　６日�第118回高知県市議会議長会定期総会（高知市）
１１日�議会基本条例制定特別委員会

　９日�議会基本条例制定特別委員会
１０日�議会基本条例住民説明会（下ノ加江市民センター）
１１日�議会基本条例住民説明会（三崎市民センター）
１２日�議会基本条例住民説明会（下川口市民センター）
１３日�議会基本条例住民説明会（市役所２階）
１８日�総務文教常任委員会
２３日�第22回四国西南サミット（西予市）
２６日�第76回四国市議会議長会（高知市）
３０日�産業厚生常任委員会・現地視察（宗呂上）
３１日�四国西南地域道路整備促進協議会（愛南町）
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